
そ
の
２
・
鶴
見
区
生
麦
地
区

１
一
生
麦
地
区
へ
の
第
一
歩

　
鶴
見
区
生
麦
地
区
で
は
、
ま
ず
、
地
区
の
概
要
、

地
区
の
抱
え
る
課
題
を
把
握
す
る
た
め
に
、
鶴
見
区

役
所
の
関
係
各
課
の
職
員
に
対
し
て
グ
ル
ー
プ
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
た
後
、
彼
ら
に
紹
介
さ
れ
た
住
民

に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
そ
の

人
に
紹
介
を
受
け
、
順
次
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
を
拡
大

し
た
。
結
果
的
に
、
調
査
対
象
者
は
町
内
会
を
中
心

と
す
る
組
織
に
関
連
の
深
い
人
が
多
く
な
っ
た
。
自

主
活
動
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
で

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
。

２
一
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者

自
治
会
・
町
内
会
を
中
心
と
す
る
活
動
関
係
者

　
連
合
町
内
会
長
（
生
麦
第
二
地
区
、
鶴
見
中
央
）
、

　
民
生
委
員
／
町
内
会
長
（
西
部
本
宮
）
兼
任
者
、

　
子
供
会
（
生
麦
第
一
地
区
連
長
）
、
青
少
年
指
導

　
員
、
体
育
指
導
委
員
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
生
麦
第
二
）
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、

自
主
的
な
活
動
グ
ル
ー
プ

　
生
麦
の
昔
の
姿
を
考
え
る
会
、
日
本
語
を
た
の
し

　
む
会
、
さ
わ
や
か
熟
年
体
操
、
子
供
の
居
場
所
を

　
考
え
る
会
、
学
童
保
育
、

教
育
関
係
者

　
生
麦
小
学
校
（
副
校
長
・
教
務
主
任
）
、
生
麦
中

　
学
校
（
校
長
・
副
校
長
・
教
務
主
任
）
、

地
域
施
設
関
係
者

　
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
館
長
、
同
セ
ン
タ
ー
指
導
員
、

　
同
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ

３
一
地
区
の
概
要

①
―
鶴
見
区
生
麦
地
区
の
特
性

ア
利
便
性
の
良
い
地
区

　
調
査
地
区
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
約
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
東
京
都
心
か
ら
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所

に
位
置
し
て
い
る
。
交
通
条
件
と
し
て
は
、
地
区
の

中
央
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
、
京
浜
東
北
線
と
京
浜
急

行
が
、
ま
た
、
や
は
り
地
区
中
央
を
第
一
京
浜
道
路

が
、
北
部
を
第
二
京
浜
道
路
が
そ
れ
ぞ
れ
縦
貫
し
て

お
り
、
利
便
性
の
き
わ
め
て
良
い
地
区
で
あ
る
。

イ
住
工
商
の
混
在
す
る
地
区

　
地
区
は
多
様
な
土
地
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
生
麦

地
域
な
ど
旧
東
海
道
沿
い
は
古
く
か
ら
形
成
さ
れ
た

住
宅
地
で
、
Ｊ
Ｒ
鶴
見
駅
、
京
急
鶴
見
駅
周
辺
は
商

業
地
で
あ
る
。
ま
た
、
鉄
道
以
北
の
丘
陵
部
は
高
度

成
長
期
の
開
発
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
新
興
住
宅
地
で

あ
る
。
ま
た
、
南
部
の
海
浜
沿
い
の
埋
め
立
て
地
は

京
浜
工
業
地
帯
の
一
角
を
な
す
工
業
地
域
で
あ
る
。

回
地
区
は
三
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
生
麦
、
鶴
見
、
鶴
見
中
央
、
東
寺
尾
、
岸
谷
の
五

つ
の
町
か
ら
な
る
こ
の
地
区
は
、
土
地
の
歴
史
性
や
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地
形
、
道
路
・
鉄
道
の
交
通
条
件
、
住
宅
開
発
時
期

な
ど
か
ら
、
次
の
三
つ
の
特
徴
的
な
エ
リ
ア
に
分
か

れ
る
。

・
古
く
か
ら
の
漁
師
町
が
基
盤
の
生
麦
地
域

　
生
麦
地
域
は
昔
の
漁
師
町
の
伝
統
を
残
し
て
い
る

地
域
で
、
魚
河
岸
通
り
は
海
産
物
店
の
並
ぶ
特
徴
的

な
界
隈
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
第
一
京
浜
沿

い
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
加
し
て
お
り
、
新
住
民
が
増

加
し
て
い
る
。

・
新
興
住
宅
地
を
中
心
と
す
る
岸
谷
・
寺
尾
地
域

　
岸
谷
・
寺
尾
地
域
は
比
較
的
良
好
な
住
宅
地
が
形

成
さ
れ
て
お
り
、
総
持
寺
や
鶴
見
大
学
が
立
地
し
て

い
る
。
大
企
業
の
社
宅
も
多
く
、
近
年
マ
ン
シ
ョ
ン

も
増
加
し
て
い
る
。

・
駅
周
辺
の
商
業
・
業
務
を
中
心
と
す
る
鶴
見
中
央

　
地
域

　
鶴
見
中
央
地
域
は
、
区
の
中
心
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
市
の
副
都
心
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
区
役
所

等
を
中
心
に
様
々
な
公
共
施
設
が
集
中
し
て
い
る
。

従
来
は
商
店
主
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
近
年
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
が
著
し
く
、

住
民
は
多
様
化
し
て
い
る
。

・
地
区
全
体
の
開
発
時
期
は
早
い

　
地
区
全
体
は
昭
和
四
十
年
以
前
に
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
開
発
年
次
は
か
な
り
早
い
。
と

く
に
生
麦
地
域
は
街
道
沿
い
で
古
く
か
ら
の
漁
師
町

で
あ
る
な
ど
歴
史
の
あ
る
地
域
で
あ
る
。

②
―
居
住
者
の
状
況

ア
人
口
・
世
帯
の
状
況

　
日
常
利
用
圏
に
係
る
町
丁
の
人
口
は
五
万
一
千
五

十
二
人
、
世
帯
数
は
二
万
三
千
六
百
二
十
三
世
帯

（
い
ず
れ
も
平
成
四
年
九
月
三
十
日
、
住
民
基
本
台

帳
）
で
あ
る
。
ま
た
、
六
‐
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人

口
は
日
常
利
用
圏
全
人
口
の
九
・
六
％
を
占
め
て
い

る
。
（
平
成
二
年
国
勢
調
査
）

イ
転
入
時
期
で
異
な
る
住
民
タ
イ
プ

　
調
査
地
区
は
、
古
く
か
ら
開
発
さ
れ
た
地
区
で
あ

る
が
、
利
便
性
の
高
い
地
区
で
あ
る
た
め
、
近
年
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
著
し
く
、
新
住
民
が
増
加
し
て

い
る
。
概
ね
こ
の
地
区
の
住
民
は
、
何
代
も
暮
ら
し

て
い
る
古
く
か
ら
の
住
民
層
、
住
み
始
め
て
二
十
年

程
度
経
過
す
る
住
民
層
、
そ
し
て
住
ん
で
間
も
な
い

住
民
層
の
三
タ
イ
プ
の
住
民
層
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

③
―
地
域
施
設
の
整
備
状
況

ア
主
要
施
設
と
し
て
は
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー

　
い
わ
ゆ
る
地
域
施
設
旧
四
点
セ
ッ
ト
の
整
備
状
況

を
み
る
と
、
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
の
み
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。

イ
高
い
町
内
会
館
整
備
率

　
地
区
内
の
自
治
会
・
町
内
会
の
ほ
と
ん
ど
が
町
内

会
館
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
整
備
率
は
八
四
・
三
％

と
高
い
。

ウ
そ
の
他
の
施
設

　
ま
ず
、
鶴
見
中
央
地
域
で
は
、
鶴
見
駅
に
近
い
こ

と
も
あ
り
区
レ
ベ
ル
の
施
設
が
多
く
、
鶴
見
会
館
、

鶴
見
商
工
会
館
、
鶴
見
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
Ｔ

Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、
鶴
見
青
色
申
告
会
館

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
生
麦
地
域
に
は
生
麦
青
少
年

の
家
岸
谷
寺
尾
地
域
に
は
、
県
の
施
設
で
あ
る
花
月

園
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
町
内
会
館
を
兼
ね
て
い
る
岸

谷
児
童
館
な
ど
が
あ
る
。

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

４
一
地
域
課
題

①
―
新
し
い
住
民
の
増
加
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
分
断

　
調
査
地
区
は
東
京
都
心
、
横
浜
都
心
へ
の
利
便
性

の
高
い
地
区
で
あ
り
、
近
年
で
は
、
近
隣
と
の
つ
な

が
り
を
重
視
し
な
い
都
市
的
な
暮
ら
し
を
す
る
住
民

が
増
加
し
て
い
る
。
と
く
に
鶴
見
中
央
地
域
で
は
、

第
一
京
浜
沿
い
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
盛
ん
で
、

新
し
い
住
民
と
古
く
か
ら
の
住
民
と
の
つ
な
が
り
が

余
り
な
い
。
岸
谷
地
域
に
お
い
て
も
、
近
所
同
士
の

つ
な
が
り
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
町
内

会
で
は
災
害
緊
急
時
の
連
絡
な
ど
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
。

②
―
日
系
外
国
人
の
増
加
へ
の
対
応

　
近
年
、
鶴
見
区
で
は
、
日
系
南
米
人
（
ペ
ル
ー
、

ボ
リ
ビ
ア
等
）
が
増
加
し
て
お
り
、
調
査
地
区
の
中

で
は
生
麦
地
域
で
の
日
系
外
国
人
の
増
加
が
著
し
い
。

例
え
ば
、
調
査
当
時
、
生
麦
中
学
校
五
人
、
生
麦
小

学
校
七
人
の
外
国
人
が
通
学
し
て
お
り
、
日
系
三
世

は
日
本
語
も
で
き
な
い
ま
ま
公
立
の
小
・
中
学
校
に

入
学
す
る
た
め
、
現
場
で
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
。

③
―
増
加
す
る
高
齢
者
へ
の
対
応

　
地
区
の
六
十
五
歳
以
上
高
齢
者
比
率
は
九
・
六
％

で
徐
々
に
増
加
し
て
お
り
、
な
か
で
も
、
独
居
老
人

や
日
中
独
居
老
人
が
増
加
し
て
い
る
。
調
査
地
区
に

は
国
道
や
鉄
道
の
地
区
分
断
要
素
や
坂
道
が
多
く
、

高
齢
者
の
生
活
圏
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
鶴
見

保
健
所
保
健
婦
の
話
で
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

開
催
さ
れ
て
い
る
催
し
物
や
教
室
な
ど
に
多
く
の
高
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齢
者
が
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
本
来
、

最
も
参
加
し
て
ほ
し
い
は
ず
の
自
力
で
外
に
出
ら
れ

な
い
高
齢
者
は
参
加
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

④
―
子
育
て
中
の
母
親
の
問
題

　
結
婚
後
、
出
産
を
機
会
に
退
職
し
た
女
性
が
、
自

分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
余
り
馴
染
み
が
な
い
た
め
、

子
育
て
の
相
談
相
手
を
地
域
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
孤
立
し
て
い
る
ヶ
Ｉ
ス
が
増
え
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

５
－
自
治
会
・
町
内
会
の
性
格

①
―
古
く
か
ら
の
自
治
会
・
町
内
会
組
織
が
健
在

　
地
区
に
は
三
つ
の
連
合
町
内
会
、
二
十
七
の
単
位

自
治
会
・
町
内
会
が
あ
り
、
地
域
に
根
づ
い
た
組
織

と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
と
く
に
連
合

町
内
会
長
、
自
治
会
・
町
内
会
長
は
、
地
域
で
も
か

な
り
知
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
が
引
き
受
け
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
と
く
に
生
麦
地
域
は
、
古
く
か
ら
の
漁

師
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
域

に
は
緊
密
な
人
間
関
係
が
残
っ
て
い
る
。

　
生
麦
第
一
地
区
連
合
会
で
は
、
毎
月
二
十
一
日
に

「
２
１
会
」
と
い
う
会
合
が
開
か
れ
て
い
る
。
地
区

の
連
合
町
内
会
長
、
十
一
の
単
位
自
治
会
・
町
内
会

長
を
は
じ
め
、
連
合
の
婦
人
部
長
、
交
通
部
長
、
民

生
委
員
、
体
育
指
導
委
員
、
青
少
年
指
導
員
、
子
供

育
成
会
会
長
、
消
防
団
長
等
が
一
同
に
会
し
、
行
政

か
ら
の
連
絡
事
項
の
伝
達
と
同
時
に
、
地
域
課
題
に

つ
い
て
検
討
・
対
処
を
議
論
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

テ
ー
マ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
普
段
参
加
し
て
い
な

い
人
で
も
関
連
の
あ
る
場
合
に
は
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

②
―
情
報
の
集
約
化
Ｖ
Ｓ
役
員
の
固
定
化

　
　
「
２
１
会
」
は
、
有
意
義
か
つ
実
行
性
が
あ
る
と

い
う
評
価
の
一
方
で
、
役
員
の
高
齢
化
と
固
定
化
が

著
し
く
、
考
え
方
が
現
状
肯
定
的
で
あ
る
と
い
う
指

摘
も
あ
る
。
た
だ
し
、
複
数
の
役
職
を
兼
任
す
る
人

が
多
く
、
他
の
会
合
等
と
メ
ン
バ
ー
が
重
複
し
て
お

り
、
他
の
活
動
の
状
況
が
分
か
り
や
す
く
、
情
報
交

流
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
自
治
会
・
町
内
会
組

織
は
古
く
か
ら
の
住
民
が
役
員
を
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
近
年
転
入
し
て
き
た
住
民
に
は
馴
染
み

が
薄
く
、
ま
た
、
新
た
な
地
域
課
題
に
対
応
し
て
自

主
的
に
活
動
を
開
始
し
よ
う
と
い
う
人
達
に
と
っ
て

は
活
動
を
展
開
し
に
く
い
面
も
あ
る
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
。

　
自
治
会
・
町
内
会
の
年
中
行
事
と
し
て
は
、
地
区

の
運
動
会
を
は
じ
め
と
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

縄
と
び
大
会
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
等
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
餅
つ
き
大
会
、
蛇
も
蚊
も
祭
り
等
伝
統
的

行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
や
旅
行
会
、
子
供
会
の
活
動
等
が
行
わ
れ

て
い
る
。

６
一
自
主
的
な
活
動
グ
ル
ー
プ

①
―
生
麦
地
域
で
伝
統
行
事
保
存
運
動
が
盛
ん

　
生
麦
地
域
で
は
、
近
年
衰
退
し
つ
つ
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
伝
統
的
な
行
事
の
保
存
運
動
が
盛
ん
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
生
麦
の
昔
の
姿
を
考
え
る
会
」
　
「
蛇
も

蚊
も
保
存
会
」
「
お
囃
子
保
存
会
」
「
甚
句
保
存
会
」

と
い
っ
た
活
動
で
あ
る
。
活
動
の
中
心
は
生
麦
出
身

の
年
配
者
で
あ
る
が
、
伝
統
行
事
に
興
味
を
抱
く
新

蛇も蚊も祭り

し
い
住
民
や
若
い
人
達
も
参
加
し
、
こ
れ
ら
の
学
習

の
時
間
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
活
動
の
成
果
は
、

地
区
セ
ン
タ
ー
の
催
し
物
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
室
を
開
催
し
た
り
、
小
学
校
で
こ
れ
ら
の
学

習
会
を
開
く
な
ど
し
て
積
極
的
に
発
表
し
て
い
る
。

②
―
地
域
課
題
対
応
型
の
自
主
サ
ー
ク
ル
活
動

　
こ
の
地
域
の
自
主
的
活
動
は
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー

の
自
主
サ
ー
ク
ル
活
動
を
中
心
と
し
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
数
は
約
三
十
に
及
ん
で
い
る
。

　
そ
の
活
動
は
、
地
域
の
課
題
を
正
面
か
ら
受
け
止

め
る
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事
業
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
こ
と
だ
。

　
た
と
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
は
、
青
少
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
散
の
場
と
し
て
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
た
り
、

近
年
増
加
し
て
い
る
日
系
外
国
人
に
対
し
て
は
、
地

域
の
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
日
本
語
教
室
「
日
本

語
を
楽
し
む
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
健

ティータイムー伝統保存の活動

　古くから生麦に住むＴＹ氏は、甚句保存会やお囃子保存会などの活動で毎日駆

け回っている、地域でもお馴染みのお年寄りである。このような保存会の活動に

おいては、活動の性格上文献や資料を維持保管しておく必要があり、それは活動

が長期的に行われる程、郷土資料の分量が多くなる。そのため、資料保管のため

のスペースが必要となっている。 ＴＹ氏の場合、保存会の資料は小学校の好意で

倉庫を借りて置かせてもらっているが、資料保管に適切なスペースがなかなか見

当たらない。各地域の歴史を伝えるいわゆる重要文化財とまではいかないものも

含めた文献、民具等を保存・見学できる郷土資料コーナーなどの資料保管スペー

スをいかに確保していくかが課題になっている。
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康
を
増
進
す
る
た
め
の
「
さ
わ
や
か
熟
年
体
操
」
の

グ
ル
ー
プ
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
毎
週
一
回

の
体
操
教
室
に
加
え
て
、
年
四
回
の
健
康
診
断
を
保

健
所
と
協
力
し
て
実
施
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
定
期

健
康
診
断
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
地
区
セ

ン
タ
ー
の
向
か
い
側
に
あ
る
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
家
」

の
草
む
し
り
を
定
期
的
に
手
伝
う
な
ど
、
多
様
な
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

③
―
子
ど
も
の
活
動

　
保
健
所
を
中
心
と
す
る
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

こ
の
地
区
で
も
活
発
で
あ
る
。
保
健
所
が
主
催
し
て

い
る
母
親
教
室
や
親
子
教
室
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

子
育
て
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
て
お
り
、
地
域
で
孤
立

し
が
ち
な
母
親
達
に
対
す
る
、
母
親
同
士
の
交
流
や

子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
、
情
報
提
供
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
る
。
保
健
婦
の
精
力
的
な
活
動
の
結
果
、

母
親
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
拡
が
っ
て
い
る
。

　
　
「
子
ど
も
の
居
場
所
を
考
え
る
会
」
は
、
生
涯
学

習
グ
ル
ー
プ
の
講
座
が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
た
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。
単
な
る
学
習
グ
ル
ー
プ
に
止
一
ま
ら
ず
、

子
ど
も
の
抱
え
る
心
の
問
題
な
ど
の
相
談
に
の
り
、

頑
張
る
子
ど
も
達
の
立
ち
直
り
を
目
的
と
し
た
活
動

を
し
て
お
り
、
区
域
内
対
象
に
広
域
的
な
活
動
を
し

て
い
る
。住

民
の
相
互
関
係

①
―
町
内
会
行
事
等
で
つ
な
が
っ
て
い
る
古
く
か
ら

　
　
の
住
民

　
町
内
会
活
動
を
主
に
担
っ
て
い
る
住
民
は
、
古
く

か
ら
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
人
達
が
多
く
、
地
区
連

合
町
内
会
長
、
町
内
会
長
も
顔
馴
染
み
の
人
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
地
区
連
合
町
内
会
長
や
単
位
町
内
会

長
は
高
齢
の
人
が
多
く
、
役
職
に
就
い
て
い
る
人
同

士
も
顔
見
知
り
で
あ
る
こ
と
が
き
わ
め
て
多
い
。

②
―
共
通
の
課
題
を
持
つ
人
た
ち
は
自
主
グ
ル
ー
プ

　
　
の
活
動
で
つ
な
が
っ
て
い
る

　
課
題
解
決
型
の
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
間
で
は
、

自
治
会
・
町
内
会
を
中
心
と
し
た
地
域
の
ま
と
ま
り

と
は
別
に
、
共
通
の
課
題
を
持
つ
人
だ
ち
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
生
麦
地
区
で
は
、
生
麦
セ
ン
タ
ー

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
と
な
っ
て
お
り
、
人
と
人
、

人
と
情
報
を
結
び
つ
け
る
機
能
を
豊
富
に
も
っ
て
い

る
。
ま
た
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
達
は
、

区
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
区
の
生
涯
教
育
と
の
か

か
わ
り
や
、
区
民
会
議
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
知

り
合
い
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
も
あ
る
。

地
域
施
設
の
整
備
状
況
と
利
用
状
況

①
―
地
域
施
設
の
整
備
状
況
と
利
用
状
況

ア
集
会
・
会
合

・
三
つ
の
エ
リ
ア
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
内
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
。
一
般
に
、
集
会
・
会
合
の
際
に
は
町

内
会
館
か
地
区
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
を
利
用
す
る
。

し
か
し
、
日
常
の
生
活
行
動
の
圏
域
と
し
て
は
三
地

域
に
分
か
れ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
内
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

・
生
麦
地
域
で
は
、
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

利
用
し
て
い
る
。
地
区
セ
ン
タ
ー
が
混
雑
し
使
え
な

い
場
合
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
飲
食
を
し
た
い
時

に
は
町
内
会
館
を
利
用
す
る
。
岸
谷
地
域
で
は
、
生

麦
地
区
セ
ン
タ
ー
は
遠
く
て
利
用
す
る
こ
と
は
少
な

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

く
、
岸
谷
児
童
館
を
利
用
す
る
。
岸
谷
児
童
館
が
使

え
な
い
場
合
は
他
の
町
内
会
館
を
利
用
し
て
い
る
。

鶴
見
中
央
地
域
で
は
、
町
内
会
館
の
他
に
鶴
見
会
館

や
鶴
見
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
使
用
す
る
こ

と
が
多
く
、
生
麦
の
地
区
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。

・
整
備
率
の
高
い
町
内
会
館
が
最
も
身
近
な
集
会
施

設　
町
内
会
館
整
備
率
は
八
四
・
三
％
と
高
く
、
充
実

し
て
い
る
。
建
物
の
規
模
な
ど
は
、
自
治
会
・
町

内
会
に
よ
っ
て
新
旧
大
小
様
々
で
あ
る
が
、
十
五
～

二
十
人
程
度
の
会
合
で
あ
れ
ば
充
分
利
用
で
き
る
の

で
、
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
集
会
等

は
夜
間
が
中
心
に
な
る
た
め
に
複
数
の
会
合
が
重
な

る
こ
と
も
多
く
、
事
前
に
調
整
を
と
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

・
町
内
会
と
関
連
し
な
い
活
動
に
は
利
用
し
に
く
い

　
町
内
会
館
は
原
則
と
し
て
町
内
会
の
た
め
の
施
設

な
の
で
、
そ
の
活
動
団
体
の
役
員
が
町
内
会
の
役
員

を
兼
ね
て
い
る
場
合
は
そ
の
町
の
町
内
会
館
を
利
用

し
易
い
が
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
活
動
な
ど
単
位
町

内
会
を
超
え
る
活
動
団
体
が
利
用
す
る
場
合
、
町
内

会
の
理
解
を
得
に
く
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。

イ
ス
ポ
ー
ツ

・
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
は
地
区
セ
ン
タ
ー
か
小
学
校
体
育

館
が
中
心

　
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
は
、
生
麦
地
域
の
人
々
の
場
合
、

地
区
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
か
生
麦
小
学
校
の
体
育
館

等
を
利
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
小
学
校
の
体
育
館

の
場
合
、
利
用
可
能
な
日
が
学
校
開
放
を
し
て
い
る

週
末
に
限
定
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
町
内
会
程
度
の
小

規
模
単
位
や
小
規
模
グ
ル
ー
プ
で
利
用
す
る
の
は
難

し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
岸
谷
地
域
の
人
々
は
、
地

ティータイムー岸谷児童館

　岸谷児童館は、町内会館を兼ねた建物である

が、床張りで小体育館というイメージの広さで

あるため、剣道の稽古やダンスの練習といった

スポーツ活動から、町内の寄合まで多彩な利用

がされている。岸谷地域では生麦地区センター

が遠いため、岸谷児童館が地区センターの代替

機能を果たしていると言える。利用する人は岸

谷地域の住民がほとんどであり、また、個人で

利用することはほとんどない。
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域
内
に
あ
る
岸
谷
児
童
館
が
小
体
育
館
的
な
機
能
を

有
し
て
い
る
た
め
、
剣
道
や
ダ
ン
ス
、
鼓
笛
隊
の
練

習
等
に
利
用
し
て
い
る
。
鶴
見
中
央
地
域
の
住
民
に

は
、
地
域
内
に
適
し
た
施
設
が
十
分
に
は
な
い
。

・
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
は
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
、
地
区
の
中
で
利
用
で
き

る
場
所
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
地
区
内
に
は
、

球
技
の
出
来
る
よ
う
な
公
共
の
大
規
模
な
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
な
く
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
小
・

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
い
る
。
地
区
に

は
少
年
野
球
の
チ
ー
ム
も
多
く
、
ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
等
も
あ
る
た
め
、
日
曜
日
の
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
早
朝
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
定

期
的
な
ク
ラ
ブ
活
動
以
外
に
も
、
地
区
の
運
動
会
や

夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
等
、
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。

・
生
麦
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
地
域
の
大
切
な
遊
び

場　
地
区
に
大
き
な
広
場
が
な
い
た
め
か
、
生
麦
小
学

校
で
は
、
放
課
後
に
な
っ
て
も
小
学
生
の
姿
は
消
え

ず
、
小
学
生
に
と
っ
て
自
分
の
学
校
の
運
動
場
が
重

要
な
遊
び
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
中
学
生
も
小
学

校
の
運
動
場
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
。

②
―
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況

ア
多
様
な
属
性
の
住
民
が
セ
ン
タ
ー
を
頻
繁
に
利
用

　
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は
サ
ー
ク
ル
参
加

者
の
利
用
が
多
い
Ｊ
現
在
、
サ
ー
ク
ル
数
は
約
三
十

で
、
体
育
室
、
和
室
、
会
議
室
等
を
定
期
的
に
利
用

し
て
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
利
用
者
の
属
性
は
サ
ー

ク
ル
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
全
体
と
し
て
は

子
ど
も
、
主
婦
か
ら
老
人
ま
で
多
様
で
あ
る
。

イ
混
雑
に
よ
る
活
動
の
制
約

　
地
区
セ
ン
タ
ー
は
き
わ
め
て
混
雑
し
て
お
り
、
古

く
か
ら
の
サ
ー
ク
ル
活
動
も
多
く
、
利
用
で
き
る
体

育
室
や
部
屋
の
大
き
さ
、
利
用
回
数
が
決
ま
っ
て
い

る
た
め
に
、
サ
ー
ク
ル
の
規
模
の
拡
大
が
困
難
な
状

況
で
、
メ
ン
バ
ー
が
固
定
さ
れ
、
新
た
に
転
居
し
て

き
た
人
の
サ
ー
ク
ル
参
加
や
、
新
規
の
活
動
開
始
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
。

ウ
囲
碁
・
将
棋
コ
ー
ナ
ー
な
ど
個
人
利
用
も
多
い

　
サ
ー
ク
ル
利
用
以
外
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事

業
の
参
加
者
の
利
用
が
あ
る
。
ま
た
、
個
人
利
用
と

し
て
は
、
図
書
室
を
利
用
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
、
卓

球
等
で
遊
ぶ
た
め
に
や
っ
て
く
る
小
・
中
学
生
、
子

供
を
連
れ
た
母
親
、
囲
碁
や
将
棋
を
し
に
、
毎
日
来

る
老
人
等
、
多
様
な
年
齢
の
人
が
利
用
し
て
い
る
。

調
査
に
訪
れ
た
際
は
必
ず
多
く
の
人
が
地
区
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
お
り
、
「
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
印
象
を
持
っ
た
。

エ
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
は
生
麦
地
域
の
人
で
あ
る

　
利
用
者
の
住
所
を
み
る
と
、
鉄
道
以
南
か
つ
鶴
見

線
以
西
で
あ
る
生
麦
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
実
際
、
岸
谷
地
域
や
鶴
見
中
央
地
域

の
人
達
が
個
人
で
利
用
す
る
た
め
に
来
館
す
る
事
は

余
り
な
い
。
こ
れ
は
、
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
の
日
常

利
用
圏
が
大
き
す
ぎ
、
生
麦
地
域
以
外
の
居
住
者
に

は
利
用
し
に
く
い
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

③
―
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
特
色
と
地
域
に

　
お
け
る
役
割
―
地
域
の
ア
ン
テ
ナ
と
し
て

ア
人
と
情
報
が
集
ま
る
場
と
し
て
の
セ
ン
タ
ー

　
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
住
民
同
士
の
交
流
、
情

報
の
発
信
等
を
意
図
的
に
行
う
運
営
を
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
人
も
集
ま
り
、
情
報
も
集
ま
る
場
と
な
っ

て
い
る
。
多
様
な
年
齢
層
の
利
用
者
が
一
緒
に
交
流
、

活
動
す
る
機
会
と
し
て
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
年
一
回
秋
に
各
利
用
団
体
合
同
の
文
化
祭
を
開
催

し
て
い
る
。
利
用
団
体
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
、
と
の
声
も
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
単
な
る
貸
館
的
機
能
に
止
め

ず
、
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事
業
等
を
利
用
し
な
が
ら
、

子
供
と
高
齢
者
、
母
親
、
学
生
達
が
相
互
に
接
触
し

で
き
る
よ
う
な
活
動
を
意
図
的
に
展
開
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
は
、
地
域
の
多
様
な
人
材
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

イ
地
域
の
新
た
な
課
題
対
応
の
場
―
地
域
の
ア
ン
テ

　
ナ
機
能

　
セ
ン
タ
ー
は
、
「
自
主
的
な
活
動
」
で
触
れ
た
よ

う
に
、
例
え
ば
近
年
増
加
し
て
い
る
外
国
人
居
住
者

に
対
し
て
、
い
ち
早
く
日
本
語
教
室
を
開
催
し
た
り
、

非
行
問
題
へ
の
対
応
な
ど
地
域
課
題
に
俊
敏
に
対
応

し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
問
題
を

い
ち
早
く
察
知
し
、
地
域
の
自
主
的
な
力
で
解
決
し

て
い
く
ア
ン
テ
ナ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
「
地

域
に
問
題
が
あ
る
の
は
あ
る
意
味
で
は
、
素
敵
な
こ

と
で
も
あ
る
」
と
い
う
指
導
員
の
言
葉
は
、
こ
の
生

麦
地
区
セ
ン
タ
ー
の
く
ぐ
っ
て
来
た
困
難
だ
が
、
確

実
な
道
程
を
示
し
て
い
よ
う
。

④
―
地
域
施
設
ニ
ー
ズ

ア
近
く
に
地
区
セ
ン
タ
ー
が
欲
し
い

　
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
づ
ら
い
岸
谷
、
鶴

見
中
央
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

も
地
区
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
欲
し
い
と
い
う
人
が
多

ティータイムー地区センターの指導員

　生麦地区センターの指導員であるＮ氏は、個人の持つネットワークを武器

に、積極的に地域課題解決へ向けて活動している。地区センターに持ち込ま

れる様々な問題－こどもの問題、母親の問題、定年退職後の男性の問題、日

系外国人の問題などーを地区センターの活動で解決を図り、もしくは市・区

役所や他団体とのネットワークを活かして解決め糸口を与えるなど、コミュ

ニティ・リーダー的役割を発揮している。Ｎ氏は、区民会議や生涯学習など

の鶴見区レベルでの活動の中で生まれた「出会い」や「問題意識」を生かし

て、地域コミュニティを支援しているのである。

『地域に問題がある時こそ地域施設が活性化する

Ｎ指導員のヒアリングから』

調査季報120号･1994.10●32



い
。

イ
ふ
ら
り
立
ち
寄
っ
て
み
た
く
な
る
施
設
が
あ
れ
ば

い
い

　
予
約
を
し
な
く
て
も
利
用
で
き
る
施
設
、
個
人
で

ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
施
設
を

求
め
て
い
る
人
が
か
な
り
多
い
。

ウ
お
年
寄
り
が
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
場
所
が
こ
れ
か

　
ら
必
要
な
の
で
は

　
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
人
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
高
齢
者

に
と
っ
て
若
い
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
良
い
。

し
か
し
、
建
物
自
体
は
必
ず
し
も
高
齢
者
向
け
に
設

計
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
身
体
機
能
の
低
下
し

た
高
齢
者
に
と
っ
て
は
利
用
し
に
く
い
。
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
独
居
老
人
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
訪
れ
た
高
齢
者
が
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ

る
よ
う
な
施
設
（
例
え
ば
入
浴
施
設
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
等
々
）
が
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

エ
大
き
な
公
園
が
な
い

　
大
き
な
公
園
、
広
場
が
ほ
し
い
と
言
う
意
見
が
か

な
り
あ
っ
た
。
現
在
、
学
校
の
運
動
場
し
か
利
用
で

き
る
場
所
は
な
く
、
混
ん
で
い
て
思
う
よ
う
に
使
え

な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
旭
硝
子
や
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

の
厚
生
施
設
も
近
く
に
あ
る
が
、
現
在
使
用
で
き
な

い
。
大
き
い
公
園
が
あ
れ
ば
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
等

の
ス
ポ
ー
ツ
、
お
祭
り
等
に
使
え
る
。

オ
そ
の
他

　
そ
の
他
の
施
設
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、
「
町
内
会
館

を
建
て
直
し
て
ほ
し
い
」
「
地
区
セ
ン
タ
ー
の
横
に

小
体
育
館
を
建
て
て
ほ
し
い
」
「
市
民
プ
ー
ル
が
欲

し
い
」
　
「
大
勢
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
会
館
が
欲
し
い
」

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
が
公
園
に
あ
れ
ば
い
い
」

等
が
あ
っ
た
。

区
役
所
と
住
民
組
織

ア
自
治
会
・
町
内
会
に
よ
る
区
役
所
か
ら
住
民
へ
の

　
情
報
伝
達
機
能
の
役
割

　
自
治
会
・
町
内
会
を
中
心
と
す
る
従
来
組
織
は
、

区
役
所
か
ら
の
情
報
の
伝
達
網
と
し
て
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

イ
行
政
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

　
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　
ま
た
、
区
役
所
や
市
が
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
区
民
会
議
と
い
っ
た
集
ま
り
が
、
地
域
で
活
動
す

る
人
や
問
題
意
識
を
持
っ
た
人
同
士
の
出
会
う
場
所
、

職
員
と
顔
見
知
り
に
な
る
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
場
へ
の
参
加
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い
く
ケ
ー

ス
も
み
ら
れ
る
。

ウ
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
と
行
政
の
つ
な
が
り
は
今
後

　
の
課
題

　
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
と
行
政
の
関
係
は
、
今
回
の

調
査
の
中
で
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
関
係
が
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。

　
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
指
導
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

き
わ
め
て
広
く
、
こ
の
よ
う
な
「
連
絡
ピ
ン
」
の
役

割
が
で
き
る
住
民
や
市
区
職
員
を
一
人
で
も
多
く
育

成
し
て
い
く
こ
と
が
、
区
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

Λ
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
桜
井
悦
子
、
坂
本
道
弘
、
早
福

千
鶴
、
高
安
宏
昌
が
行
い
、
文
章
は
坂
本
が
と
り
ま

と
め
た
。
Ｖ
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